
（６）発音の変化

短短→長短： 詩歌（しいか）、富貴（ふうき）、三つ（みっつ）、四つ（よっつ）
短長→長長： 女王 （じょおう→じょうおう）、女房（にょぼう→にょうぼう）

（７）ドラゴンボール

短長→長短： 野菜（ヤサイ） → サイヤ
短短→長短： （魔人ブウ） → ウブ → ウーブ

（８）野球の応援

短短→長短： かっとばせえ 阿部 （あーべ ＞ あべー）

（９）PPAP

長長... （強弱・強弱...）

ペ ン ・ パ イ ・ ナ ッ ・ ポ ー ・ ア ッ ・ ポ ー ・ ペ ン

（1０）長短／長長リズムの普遍性

英語のリズム規則

Tóm and Jérry （強弱強弱） ＞ Jérry and Tóm （強弱弱強）

Jàpanése péople →  Jàpanese péople （強強の回避）

２．元号は長長と長短を好む
（３）過去の元号の音韻構造

（４）２+２ と ２+１の構造

２ + ２ =
強弱・強弱

２ + １ =
強弱・強

元号のリズムと日本語の韻律構造
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元号のリズム － 新元号はどうして「令和」なのか？

１．序

（１）元号の基本構造

１．漢字２文字（２字漢語）

２．音読み

（２）２字漢語の音韻構造

（a）２拍 + ２拍 東京、関西、平安

（b）２拍 + １拍 京都、平和、会社

（ｃ）１拍 + ２拍 地球、和平、社会

（ｄ）１拍 + １拍 岐阜、和議、社寺

３．元号の規則性

（５）過去１５０余年の元号

４．日本語の韻律構造 － 長長と長短の秘密
（５）赤ちゃん言葉

長短（強弱・強）
マンマ、オンブ、ダッコ、クック、バーバ、ジージ

長長（強弱・強弱）
ポンポン、ブーブー、ハイハイ、ナイナイ

５．結論
１． 元号には特有のリズムがある

２． 元号の選択には規則性がある

３． 元号のリズムには普遍性がある

（a） ２拍 + ２拍 １６９例 （７０％） 慶應、大正、平成

（b） ２拍 + １拍 ５８例 （２０％） 大化、明治、昭和

（c） １拍 + ２拍 １７例 （７％） 和同、治承、嘉永

（d） １拍 + １拍 ０例 （０％）
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